
令和７年度 東京家政大学専任教員募集要項 

1．職名・人数 准教授または講師 １名  

 

2．所   属 健康科学部リハビリテーション学科 

 

3．専 門 領 域 作業療法学 

 

4．担 当 科 目 キャリアデザイン、生理学演習、基礎作業学、基礎作業学演習、人間発達学、 

発達機能評価学、発達障害作業療法学、発達と作業療法学演習、 

特別支援教育作業療法学演習、特別支援教育と理学療法、卒業研究、 

作業療法セミナー、地域見学実習、地域コミュニケーション実習、 

評価学実習、臨床実習Ⅰ、臨床実習Ⅱ 

                          合計 13.25 時間 

 

*上記の他に令和 7年度カリキュラム改定により基礎ゼミナールをご担当いただく予定です。 

＊＊令和 8年度以降には、作業療法総合演習Ⅰ、作業療法総合演習Ⅱなど（計 1.50 時間）を 

ご担当いただく予定です。 

 

5．給 与 等 本学規程による 

 

6．採用予定日  令和 7年４月１日 

 

7．応 募 資 格 次の(1)～(3)の各号すべての要件を満たすこと。 

(1) 作業療法士免許取得後、５年以上の作業療法業務経験を有する者。 

(2) 博士の学位を有する者。 

(3) 理学療法士作業療法士学校養成施設指定規則における以下の専任教員の 

要件のいずれかを満たす者。 

イ 免許を受けた後５年以上作業療法に関する業務に従事した者であって、学校

教育法に基づく大学において教育学に関する科目を４単位以上修め、当該

大学を卒業した者。又は免許を受けた後３年以上作業療法に関する業務に

従事した者であって、学校教育法に基づく大学院において教育学に関する科

目を４単位以上修め、当該大学院の課程を修了した者。 

ロ 免許を受けた後５年以上作業療法に関する業務に従事した者であって、厚生

労働大臣の指定する講習会を修了した者。 

ハ ロに掲げる者と同等以上の知識及び技能を有する者。 

ニ 現在、作業療法士養成校の専任教員である者。厚生労働大臣の指定する講

習会を修了していることが望ましい。 

 

 

8．勤 務 形 態 常勤 ＊条件によっては期限付になる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 



9．提 出 書 類 (1) 履歴書（本学所定様式） 

(2) 写真（本学所定の貼付紙に貼付） 

 (3) 教育研究業績書（本学所定様式、主要な論文５編までのオリジナル 

 もしくはコピーを各１部添付すること） 

 (4) 着任後の教育・研究に対する抱負（A4判 2,000 字程度･様式任意） 

          (5) 担当する主要科目（１科目）の教授内容（本学所定のもの）           

        ※上記提出に必要な書類は、本学 HP（https://www.tokyo-kasei.ac.jp/）  

トップ画面上の「教員公募情報」からダウンロードの上ご使用ください。 

         また、必要書類は『履歴書・研究業績書 A6_記入要領』を参考に作成ください。 

 

10．選 考 方 法 (1) 書類審査（第一次選考） 

                   (2) 面接（第二次選考） 

 (3) 本学教員採用委員会、審査委員会および教授会を経て学長が決定する。 

 

11．書類提出期限 令和６年５月３１日（金）必着 

 

12．書類提出先 〒350-1398 埼玉県狭山市稲荷山 2-15-1 

 東京家政大学 狭山学務部学務課 教員公募担当 宛   

（封筒に赤字で「リハビリテーション学科 公募書類在中」と明記のこと）  

 

13．問い合わせ先 リハビリテーション学科長：米津 亮 

 E-mail：yonetsu-r@tokyo-kasei.ac.jp 

 東京家政大学 狭山学務部学務課 リハビリテーション学科教員公募担当 

 E-mail：s-kyoinkoubo@tokyo-kasei.ac.jp  電話：04-2952-1622 

 

14．そ の 他 東京家政大学は、男女共同参画を推進しており、業績（教育業績、研究業績、

社会的貢献、人物を含む）の評価において同等と認められる場合には、女性

を優先的に採用します。 

応募書類は原則として返却いたしませんのでご了承ください。なお、応募書

類により取得する個人情報は、採用者の選考及び採用の手続きにのみ利用す

るものであり、この目的以外で利用することはありません。 


